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Chest mass examination for foreign students of Japanese-language schools in Fukuoka 

city was performed in 1991, and 1992. In 1991, 3 out of 237 students and in 1992, 9 out of 

657 students were registered as pulmonary tuberculosis patients. Their home countries were 

China, Taiwan, and Korea. The incidence rates were 1,266 and 1,270 per 100,000 persons in 

1991 and 1992, respectively, and were much higher than those of corresponding Japanese 

groups in the same period.
Patients of severe types of pulmonary tuberculosis or smear positive cases were few. 

Though the treatments were interrupted in 4 out of 12 patients because of their return to 

their home countries, in the others the success rate of the treatment was as good as in 

Japanese patients.

It is recommended that health examination including chest radiography should be 

performed for foreign students of Japanese-language school as soon as possible after their 
entrance to Japan.
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は じ め に

日本 に住 む外国人登録者 は,平 成4年12月 末で,128

万1,644人 であ り,こ れ までの5年 間 に45%増 加 した。

福 岡県 には3万4,689人 が登 録 されて いる。福岡県に

住 む外国人 は全国 の約2.7%に なる。

*From the Fukuoka Anti Tuberculosis Association Center, Chuoku Daimyo 2-4-7, Fukuoka

 City, Fukuoka 810 Japan.
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図1　 在住外国人就学生検診

表1　 肺結核発見数(外 国人就学生)

図2　 罹患率の比較(人 口10万 対発生数)

A… 大学生(検 診数15,453人 中5人 発生)
B… 事業所(20～39歳 の検診数5,322人 中1人 発生)

C… 外国人就学生(平 成3年 度検診数281人 中3人 発生)

D… 外国人就学生(平 成4年 度検診数657人 中9人 発生)

福 岡結核予防 セ ンター(以 下当 セ ンター)で は,平 成

3年 度 よ り福岡市 にある日本語学校の就学生の健康診断

を行 っている。平成3年 度,平 成4年 度の検診 にて発見

された肺結核 につ いて報告す る。

対象お よび方法

対象 は福岡市在住外国人 日本語学校就学生(以 下就学

生)896名(平 成3年 度:4校,237名,平 成4年 度:

5校,657名)で,胸 部X線 撮影 は全例行 った(図1)。

比較対照は,平 成4年 度 に当セ ンターで同様の検診を行 っ

た 日本人大学生1万5,453名,お よび同年 度事業所検診

受 診者 の うち年齢 が20～39歳 の5,322名 とし,就 学生

群 と10万 対 肺結 核罹 患率,病 型,治 療成 績な どについ

て比較検討 した。

結 果

就学生中,肺 結核が発見 された症例 は平成3年 度3名,

平 成4年 度9名,の 計12名 で,罹 患 率 はそ れ ぞ れ

3/237,9/657で あった。男女別で は男7名,女5名 で,

国籍 は中国(中 華人民共和国),韓 国(大 韓民 国),台 湾

(中華民国)で あ った(表1)。 就学生 の平成3年 度 と同

4年 度 の肺 結 核 罹 患 率 は人 口10万 対 で は そ れ ぞ れ

1,266,1,370で あ った。

平成4年 度 に当セ ンターで検診 を行 った 日本人大学生

は1万5,453名 で,こ の うち肺結核 が発見 された症例 は

5名,罹 患率 は人 口10万 対32で あ った。 また,同 年度

の年 齢20～39歳 の検診 者数 は5,322名 で,こ の うち肺

結核発生 は1名 のみで,罹 患 率 は人 口10万 対19で あ っ

た。 したが って,就 学 生の肺結核罹患率 は同年代 の 日本

人集団 よりも有意に高か った(図2)。

就学生の肺結 核新登録者12名 の病型 は,bII21名,
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表2　 病 型 分 類

*日 本 人新登録者 は,年 齢10～39歳 の登録者。

表3　 化 学 療 法 経 過

*培 養陽性5コ ロニー ナイアシンテス ト陽 性 多剤耐 性菌

SM20γ(3+),INH0.1γ(3+),RFP10γ(3+)

表4　 化 学 療 法 種 類

*日 本人新登録者 は,年 齢10～39歳 の新登録者。

bIII21名,III21名,bIII11名,III18名 であ った。

当セ ンターで平成3年 度,平 成4年 度 に新登録 した 日本

人 肺結 核患者 は16名,18名 で あったが,就 学生患者 と

比較 して病型 に変 わ りはなか った(表2)。

就 学生 患者12名 の うち塗抹陽性者 はいなか ったが培

養陽性者 が1名 あ った。 日本人新登録者 では,平 成3年

度16名 の うち塗抹 陽性者 はな く,培 養陽性者 は2名 で

あ った。平成4年 度18名 では,塗 抹 陽性者 は1名,培

養陽 性者 は4名 であ った。就学生患者 で菌陽性者 は多 く

なか った。 日本人新登録 者か らの菌 はすべて感受性菌 で

あ った が,就 学 生患者で はINH・RFP・SMに 耐性 の

菌で あった(表3)。

外来 患者 の化 学療法 は,INH+RFP,ま た は,INH

+RFP+EBと した。就 学生患者12名 中4名 は治療中

断となったが,い ず れ も帰国 によるもので あった。一方,

日本人新登録者 には中断例 はなか った。治療成績 は,就

学生,日 本 人新登録者 とも良好 であ り,失 敗例 はなか っ

た。 耐性菌を排菌 していた就学生 は,INH+RFP+EB

を5カ 月使用の後,THを 含 む薬剤 によ り軽快 した(表

4)。

考 察

福岡結核予防 セ ンターは,福 岡市衛生局の委託 を受 け

て,平 成3年 度 は一部,平 成4年 度以降 は,福 岡市 内に

あるす べての日本語学校 の就学生検診を行 ってい る。そ

の結果,就 学生で の肺結核罹患率 は,日 本人の同年代 と

比 べ て,40～50倍 で,日 本 の昭和20年 代の罹患率(10

万対698人)よ りも高 か った ことは注 目に値す る。

平成元年6月 の在 日外国人結核登録調査結果,厚 生省,

結核予防会結 核研究所1)を 見 る と,結 核登録 されて いる

501名 の外国 人の国籍 は中国,韓 国,フ ィリピン,台 湾

が 多 く全 体 の82.6%で あ る。豊 田 らの報告 は2),85例
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の外国人結核患者入院例 につ いて,韓 国,中 国,フ ィ リ

ピンが全体 の75%を 占めて いた。山岸 ら3)の 報告で は,

対象症例35名 中,韓 国,フ ィ リピンが69%で あ る。増

山 らは4),東 京都 内,3カ 所の結核予防会診療所で外来

治療 を開始 した外国人肺結核症例130例 を まとめ,ア ン

ケー ト回答105例 の うち中国,韓 国,台 湾が81.1%で

あった。 また,日 本語学校就学生か らの結核患者 につい

て は,長 屋 の報 告5)が あ り,東 京 都内の 日本語学 校92

校,1万3,117人 の検診を行 って,発 見 された要 医療者

57人 の うち,中 華 人民 共和 国,大 韓民国,フ ィ リピン

共和 国,台 湾が51人 を 占めていた。 大井 ら6),伊 藤 ら7)

の症例 もほぼ同様の結果であ る。福岡結核予防セ ンター

の患者 も中国,韓 国,台 湾出身者であ った。

当 セ ンターの 日本語学校就学生検診 による肺結 核罹患

率 は,平 成3年 度 が人 口10万 対1,266人,平 成4年 度

が,1,370人 で あ ったが,長 屋 は5),東 京都内の 日本語

学校 就学 生 につ いて結核検診を行い,発 見率は0.43%

(人口10万 対430人)と 報告 している。結 核 ・感染症 サー

ベイラ ンス年報集計結果 によると,平 成元年 の 口本人 の

肺結 核罹 患率 は,43.1人 で あ る。今 回,対 照 とした当

センターの2つ の日本人集団で も19人 と32人 であ った。

就学生の肺結核罹患率 は日本人 と比 べ明 らかに高 い。

入国後発症 までの期間 は,比 較的短い とす る報告 が多

く,豊 田 ら2)は,85例 の患者で入国時有病 が13例,入

国後1年 間 の発病 が31例 であ った とい う。 山岸 ら3)の

報告 で は,入 国1年 以内が57%と な ってい る。就学生

肺結核 は,本 国で感染を受 け,発 病 した と考え られ る。

排菌 状態 は,入 院症 例で は高率で あるが2)3),外 来症

例4)や 検診 症例5)6)で は低率であ り,わ れわれの例 で も

低率で あった。 しか し耐性菌がかな り多い とい う報告 が

あり2),わ れわれの症例で もSM,INH,RFPの3剤 に

耐性 の症例が1例 あ った。

治療 成績 は良好 とい う報告 が多 く2)～4),われわれの例

で も良好であ った。問題 は,治 療継 続困難例 であ り,豊

田 ら2),山 岸 ら3),増 山 ら4)は 相 当数 の治療継続 困難例

が あったと述べて いる。当セ ンターの就学生患者 で も帰

国 による中断例が多か った。

外国人結核の管理 には,言 語上 の問題 医療慣 習や生

活環境の相違な ど,越 え にくい障害 も多 く,口 本 で治療

を完了 させるには相互 の理解 と多 くの努力,お よび協力

が必要 と思 われた。

ま と め

(1)　福 岡市衛生局 の委託 を受 けて平成3年 度 より行 って

い る日本語学校就学生検診で,平 成3年 度 は3名,平 成

4年 度 は9名 の肺結核患者が発見 され た。それぞれ人口

10万 対1,266人,1,370人 の発生頻度で あった。

(2)　コン トロールに した平成4年 度の 日本人集団をみ る

と,大 学 生5,322名 か ら1名,20～39歳 の事業所職員

検診1万5,453名 か ら5名 の新発生が あった。それぞれ

人 口10万 対19人,32人 で あ った。 口本 語学校就学生

での罹患率 は,推 計学的 に有意 に日本人集団 より高率で

あ った。

(3)　化学療法 の効果 は,就 学生患者で も良好であ ったが,

治療継続困難例 が4例 あ り,帰 国が原因であ った。

(4)　今後 は,入 国後 なるべ く早 い時期 に健康診断を行 う

よ うにするべきであると思 われ た。
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